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二つの会を取材して印象に残ったのは、作品そのものだ
けでなく、一首、一句を囲んで交わされる言葉でした。

氷川台歌話会では、どう感じたのかを大切にしながら、
「もっと伝わる一首」にするために皆で考えます。
万年青俳句会では作者を伏せた一句を読み、それぞれが
思い浮かべた情景や心に残った理由を語り合います。

作品を通して、違う感じ方やものの見方に触れていくと
ころは共通していました。そこから家族のこと、日々の
暮らし、昔の記憶へと話が広がっていくこともあります。

一首、一句を通して互いを知る。短いことばには、その
人が見たものや感じてきたことが広がっています。
平和台図書館には、そんな穏やかで文化的な時間が流れ
ていました。 💛

東京と「水」

一首、一句の向こうに
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